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その 2 （上賀茂試験地〕－ 一.702 
＜保健コーナー＞
胸部間接撮影に伴う X線被服 ….703 
白馬山の家の夏季開設ー…一…・・ 705















































































は，これまでに105科 ， 386 ！~ ，約 4,000 極に達し
ているが，発芽しなかったり，試験j也の気候に合
わないものもあり，現在生育中のものは， 82科，







































































































臓＼！苦 ・組織 がん リスクり係の数致(1 Sv.あた タE本）
手L "}Jj 手L iJ~ ん 2. 5x10-3 
赤巴’Vl悦 1'1 lf J1i 2 io-3 
H1i ガ、 Iv 2 10 3 
ljl状腺 『ir状腺がん 5x10 4 
什 ｝~ ！自i ’il・ が Iv 5 >'.10 ' 
その 他 その他のがん 5x10-3 
ぺz が ん 1.25XlQ 2 
。i考： Sv.（シーパ トー）は線気の可旬、t
発がんによる余命の短縮（図のR）を比較してみ





































100万分の 1），女子では 1.2 μGyです。受胎か
ら8日間（この時期では母体が妊娠しているかど
うかわかりません）の受精卵の被爆による死亡の
リスク係数ば， 8×ro-4Gy一I( Jグレイ当り I万分
の8）と推定されていますから，1回の撮影では



























3.開設期間 7月10日 （水）から 8月20日
（火）まで
( 4 .所要経費 l人 I泊使用料80円，ほかに
食費等実費程度
発生する線量の下限は大まかに o.1 Gyと推定し
ていますが， I回の間接撮影の線量はこれのほほ．
10万分の lという ことになります。従って，万一
何らかの障害が胎児に現われたとしても， それが
放射線によるものと考えるのは非常に納得しにく
いことです。
以上のように，質問事項については問題はない
のですが，医療上合理的な必然性がなくても同じ
線量の被曝をしてもよい，ということにはなりま
せん。我々は発がんや遺伝的障害のリスクは，ど
んな場合でもゼロではないと考えていますから，
利益を伴わない合理的でない被爆はゼロにしたい
のです。
（保健管理センター 北村李軒＼
医 学 部上野陽里／
5.申込み及び利用に関する詳細は，体育会事 ！ 
務室（西部構内総合体育館内，電話学内 、
2574）に照会してくださし、c
体育館附属プールの夏季利用
本学の学生及び教職員は，体育館附属プール
を下記により利用できます。
なお，詳細については，学生部厚生課厚生掛
（西部構内体育館内，恒話学内 2590）に照
会して下さL、。
記
期間 7月15日 （月）から
8月30日 （金）まで
ただし，土曜日及び日曜臼は使用できま
せん。
時間正午から午後2時まで
（注意）
1. 利用に際しては，必ず職員証または学生証を
呈示して下さい。
2. 都合により使用をお断りする日があります。
（学生部）
?
? ?
????
